
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　加入者端末を含む加入者線路の正常性を確認するために、加入者線路上での抵抗成分お
よび容量成分を含む複合インピーダンスを非加入者端末側から測定する加入者線路測定方
法において、

加入者端末のベルの動作
時間よりも短い時間間隔で、低インピーダンスと高インピーダンスとで交互に加入者線路
を終端することにより、加入者端末のベルを鳴動させることなく前記容量の放電または充
電を行う
　を特徴とする加入者線路測定方法。
【請求項２】
前記低インピーダンスは、加入者端末の容量の放電時または充電時に、放電または充電電
流により加入者端末を鳴動させるに足るインピーダンスであり、前記高インピーダンスは
、加入者端末を鳴動させないインピーダンスとすることを特徴とする請求項１記載の加入
者線路測定方法。
【請求項３】
前記加入者線路を終端する低インピーダンスと高インピーダンスの２種のインピーダンス
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　前記加入者端末の容量に充電されている電荷量をモニタするモニタステップと、
　前記モニタステップにおいてモニタした電荷量に基づいて、充放電が完了したか、ある
いは充放電が未完了かを判断する判断ステップと、
　前記判断ステップにおける判断結果が充放電未完了の間、前記

充放電ステップと、を行うこと



を等時間間隔で交互に切り替えることを特徴とする請求項１または２記載の加入者線路測
定方法。
【請求項４】
前記加入者端末の容量に充電されている電荷の現在量に応じて、低インピーダンスでの放
電または充電時間を変化させることを特徴とする請求項１または２記載の加入者線路測定
方法。
【請求項５】
前記低インピーダンスでの放電または充電の時間を、順次長くしていくことを特徴とする
請求項１または２記載の加入者線路測定方法。
【請求項６】
加入者端末を含む加入者線路の正常性を確認するために、加入者線路上での抵抗成分およ
び容量成分を含む複合インピーダンスを非加入者端末側から測定する加入者線路測定装置
であって、
加入者端末の容量に充電されている電荷を放電させる放電回路を備え、
該放電回路は、
加入者端末に接続された加入者線路を、高インピーダンスと低インピーダンスの２種の放
電インピーダンスに交互切り替え可能に終端する終端部と、
前記加入者端末の容量に充電されている電荷量をモニタするモニタ部と、
該モニタ部でモニタした電荷量より放電の完了および未完了の判断をする判断部と、
前記終端部の放電インピーダンスの交互切り替え時間間隔を設定する時間制御部と、
該判断部の判断結果が放電未完了の間、前記時間制御部により設定された放電インピーダ
ンスの交互切り替え時間間隔で前記終端部の放電インピーダンスを交互切り替え制御し、
前記判断結果が放電完了のときに前記終端部の放電インピーダンスの交互切り替えを停止
制御する終端制御部とを有し、
加入者端末のベルの動作時間よりも短い時間間隔で前記終端部の放電インピーダンスを交
互に切り替えることによって放電電流を制御し、加入者端末を鳴動させることなく加入者
端末の容量に充電されている電荷を放電させることを特徴とする加入者線路測定装置。
【請求項７】
加入者端末を含む加入者線路の正常性を確認するために、加入者線路上での抵抗成分およ
び容量成分を含む複合インピーダンスを非加入者端末側から測定する加入者線路測定装置
であって、
加入者端末の容量を充電する充電回路を備え、
該充電回路は、
加入者端末に接続された加入者線路を、高インピーダンスと低インピーダンスの２種の充
電インピーダンスに交互切り替え可能に終端する終端部と、
該終端部と直列に接続された定電圧源と、
前記加入者端末の容量に充電されている電荷量をモニタするモニタ部と、
該モニタ部でモニタした電荷量より充電の完了および未完了の判断をする判断部と、
前記終端部の充電インピーダンスの交互切り替え時間間隔を設定する時間制御部と、
前記判断部の判断結果が充電未完了の間、前記時間制御部により設定された充電インピー
ダンスの交互切り替え時間間隔で前記終端部の充電インピーダンスを交互切り替え制御し
、判断結果が充電完了のときに前記終端部の充電インピーダンスの交互切り替えを停止制
御する終端制御部を有し、
加入者端末のベルの動作時間よりも短い時間間隔で前記終端部の充電インピーダンスを交
互に切り替えることによって充電電流を制御し、加入者端末を鳴動させることなく且つ高
速に加入者端末の容量に電荷を充電することを特徴とする加入者線路測定装置。
【請求項８】
加入者端末を含む加入者線路の正常性を確認するために、加入者線路上での抵抗成分およ
び容量成分を含む複合インピーダンスを非加入者端末側から測定する加入者線路測定装置
であって、
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加入者端末の容量の充電または放電を選択的に行う充放電回路を備え、
該充放電回路は、
加入者端末に接続された加入者線路を、高インピーダンスと低インピーダンスの２種の充
放電インピーダンスに交互切り替え可能に終端する終端部と、
該終端部と直列に接続される定電圧源と、
前記加入者端末の容量に充電されている電荷量をモニタするモニタ部と、
該モニタ部でモニタした電荷量より充放電の完了および未完了の判断をする判断部と、
前記終端部の充放電インピーダンスの交互切り替え時間間隔を設定する時間制御部と、
前記判断部の判断結果が充放電未完了の間、前記時間制御部により設定された充放電イン
ピーダンスの交互切り替え時間間隔で前記終端部の充放電インピーダンスを交互切り替え
制御し、判断結果が充放電完了のときに前記終端部の充放電インピーダンスの交互切り替
えを停止制御する終端制御部と、
前記定電圧源を前記終端部に選択的に接続する切替手段とを有し、
加入者端末のベルの動作時間よりも短い時間間隔で前記終端部の充放電インピーダンスを
交互に切り替えることによって充放電電流を制御し、加入者端末を鳴動させることなく加
入者端末の容量の充放電を行うことを特徴とする加入者線路測定装置。
【請求項９】
前記時間制御部は、前記終端部の高インピーダンスと低インピーダンスの２種のインピー
ダンスの交互切り替え時間間隔を等時間間隔に設定することを特徴とする請求項６、７、
または８記載の加入者線路測定装置。
【請求項１０】
前記時間制御部は、前記終端部の高インピーダンスと低インピーダンスの２種のインピー
ダンスの交互切り替え時間間隔のうち、低インピーダンスの時間間隔を可変設定すること
を特徴とする請求項６、７、または８記載の加入者線路測定装置。
【請求項１１】
前記時間制御部は、前記可変設定を加入者端末の容量に充電されている電荷量に応じて行
うことを特徴とする請求項１０記載の加入者線路測定装置。
【請求項１２】
前記終端部は、１つの低インピーダンスの抵抗と、該抵抗に直列に接続されたスイッチと
により構成されることを特徴とする請求項６～１１のいずれかに記載の加入者線路測定装
置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、電話加入者線路の正常性を確認する目的で、抵抗および容量の複合インピーダ
ンスを示す電話加入者線路（加入者端末を含む）を、交換機局舎等から測定する加入者線
路測定方法およびその測定装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、光ファイバケーブルによる通信網整備の一環として交換機局舎からユーザビル等の
遠隔地に加入者インタフェース装置が分離設置された上、加入者端末各々は加入者線（メ
タリック加入者線）を介し一旦その加入者インタフェース装置に収容し、更に光ファイバ
ケーブルを介し交換機局舎に収容する形態がとられている。
【０００３】
同形態において、加入者線路の正常性を確認する目的で、抵抗および容量の複合インピー
ダンスを示す加入者線路を、加入者インタフェース装置内の加入者線路測定装置を用いて
測定している。例えば、加入者端末の送受話器を戻した状態（オンフック）では、１～３
μＦの容量が測定できれば加入者線路は正常、容量が零であれば断線または線路が短絡状
態であると判断できる。複合インピーダンスの測定の際、加入者端末の容量の残存電荷や
容量への充電不足は測定精度に影響するため、加入者端末の容量の電荷を十分放電した状
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態、または充電されている状態でその測定を行う。
【０００４】
充放電する際、加入者端末のベルコイルに充電電流および放電電流が規定値以上流れると
加入者端末は鳴動する。そのため、特開平３－１６３３６９号公報，特開昭６０－１３１
４７４号公報に記載されているように、高インピーダンスで終端して充放電をすることで
充電電流および放電電流を制御し、鳴動を防いでいる。しかし、この方法は、高インピー
ダンスで充放電を行うために長時間を要する。そこで、従来技術の充放電時間を短縮する
方法として、終端インピーダンスを順次切り替える方式が考えられていた。
【０００５】
従来の放電方式の構成を図７に示す。Ｚ１，Ｚ２，・・・，Ｚｎは、高インピーダンスか
ら低インピーダンスへ切り替え可能な終端部とする。Ｚ１，Ｚ２，・・・，Ｚｎは、スイ
ッチとインピーダンスを直列に接続した回路で実現でき、スイッチのオン／オフによりイ
ンピーダンスを切り替えることができる。２は加入者端末の容量に充電されている電荷量
をモニタするモニタ部、３１はモニタ部でモニタされた電荷量により放電時に終端するイ
ンピーダンスを決定する判断部、６１は判断部の出力により放電インピーダンスを変化さ
せる終端制御部である。モニタ部３１でモニタされた加入者端末の容量に充電されている
電荷量が多い初期状態では終端の放電インピーダンスを大きくし、電荷量が少なくなるに
従って終端の放電インピーダンスを小さくすることで放電電流を制御し、加入者端末の容
量に充電されている電荷を加入者端末を鳴動させることなく放電している。
【０００６】
図９に従来方式を用いた場合の放電時間に対する加入者端末の容量間の電圧の波形図を示
す。図の縦軸は電圧Ｖｃ、横軸は時間ｔを表す。この波形図から、加入者端末の容量に充
電されている電荷の量に応じて、順次、放電インピーダンスが切り換えられていることが
わかる。
【０００７】
従来の充電方式の構成図を図８に示す。放電の際と同様に、充電する際、充電電流により
加入者端末が鳴動することを防ぐために加入者端末の容量に充電されている電荷量が少な
いときには終端の充電インピーダンスを大きくし、電荷量が多くなるに従って終端の充電
インピーダンスを小さくすることで充電電流を制御し、加入者端末を鳴動させることなく
充電している。
【０００８】
ここで、従来方式を用いた場合の放電を、具体的な数値を挙げて説明する。今、５０Ｖの
定電圧源で３μＦの容量に十分充電し、充電された電荷を従来方式を用いて９９．９％放
電するのに必要な時間を求めることにする。加入者端末のベルコイルに０．５ｍＡ以上の
電流が流れると加入者端末が鳴動すると仮定し、加入者端末の容量間の電圧をＶｍ、加入
者端末の容量をＣ、放電抵抗をＲ、放電時間をｔ、ｔ秒間放電した後の加入者端末の容量
間の電圧をＶｃとおく。放電抵抗に１ｋΩ，１０ｋΩ，１００ｋΩの３種類の抵抗を用い
る場合、最初に加入者端末の容量は５０Ｖに充電されているので、加入者端末の鳴動を防
ぐために１００ｋΩの放電抵抗で終端して放電を行う。ベルコイルに０．５ｍＡ以上の電
流が流れると加入者端末は鳴動するため、加入者端末の容量間の電圧が５Ｖになれば１０
ｋΩの放電抵抗で終端して放電しても鳴動しない。１００ｋΩの放電抵抗で終端し、加入
者端末の容量間の電圧が５Ｖになるまで放電するために必要な時間は、式（１）より０．
６９秒と求められる。
【０００９】
ｔ　＝　－　Ｃ　×　Ｒ　×　ｌｎ（Ｖｃ／Ｖｍ）　　　　　・・・（１）
同様に、１０ｋΩでの放電時間は０．０６９秒となる。更に１ｋΩの放電抵抗に切り替え
て最初に加入者端末の容量に充電されていた電荷量の９９．９％を放電するには０．００
６９秒の時間が必要になる。よって、従来方式で放電した場合には合計０．７７秒必要と
なる。充電の場合も同様である。
【００１０】
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【発明が解決しようとする課題】
ところで、今後は、ユーザビル等に設置されていた加入者インタフェース装置を屋外に設
置するようになるため、現行の加入者インタフェース装置を更に小型化・経済化すること
が必要である。同装置の小型化を実現するためには、加入者線路測定装置も同時に小型化
し且つ同等のサービスを行うため従来と同等機能を持たせなければならない。しかし、加
入者線路測定装置は５０Ｖ程度の電圧測定を行うために電力部品が必要となり集積化が困
難である。
【００１１】
特に上記従来技術を用いて、加入者端末の容量に充電されている電荷の放電および充電を
行う際、電力部品で構成される複数のインピーダンスを切り替えることで充電電流および
放電電流を制御し鳴動を防いでいるため、ハードウエア量が多くなる。また、放電時の容
量の残存電荷や充電時の充電不足は測定精度に影響するが、充電電流および放電電流を抑
制する必要上、高インピーダンスで終端して充放電を行っており測定精度を確保するため
に測定に長時間を要した。
【００１２】
本発明では、これらの問題を解決し、より小型化・経済化を図り且つ短時間で従来技術と
同等の精度で加入者線路を測定する方法およびその測定装置を提供することを目的とする
。
【００１３】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成するために、本発明による加入者線路測定方法は、加入者端末を含む加入
者線路の正常性を確認するために、加入者線路上での抵抗成分および容量成分を含む複合
インピーダンスを非加入者端末側から測定する加入者線路測定方法において、前記複合イ
ンピーダンスを測定する際、加入者線路に接続された加入者端末の容量に充電されている
電荷を放電する場合、または、前記容量に定電圧源を用いて電荷を充電する場合、加入者
端末のベルの動作時間よりも短い時間間隔で、低インピーダンスと高インピーダンスとで
交互に加入者線路を終端することにより、加入者端末のベルを鳴動させることなく前記容
量の放電または充電を行うようにしたものである。
【００１４】
この方法における前記低インピーダンスは、好ましくは、加入者端末の容量の放電時また
は充電時に、放電または充電電流により加入者端末を鳴動させるに足るインピーダンスで
あり、前記高インピーダンスは、加入者端末を鳴動させないインピーダンスとする。
【００１５】
この方法により、加入者端末が鳴動するような放電電流または充電電流が加入者端末に流
れても、その時間はベルの作動時間より短い時間間隔（瞬時）であるため、ベルの鳴動ま
でに至らない。しかも、初めから低インピーダンスで終端して充放電を行うため充放電時
間の短縮が可能となる。また、終端インピーダンスは、高インピーダンスと低インピーダ
ンスの２種のみとなるためハードウエア量を縮小できる。
【００１６】
この方法を実施するための加入者線路測定装置は、加入者端末を含む加入者線路の正常性
を確認するために、加入者線路上での抵抗成分および容量成分を含む複合インピーダンス
を非加入者端末側から測定する加入者線路測定装置であって、
加入者端末の容量に充電されている電荷を放電させる放電回路を備え、
該放電回路は、
加入者端末に接続された加入者線路を、高インピーダンスと低インピーダンスの２種の放
電インピーダンスに交互切り替え可能に終端する終端部と、
前記加入者端末の容量に充電されている電荷量をモニタするモニタ部と、
該モニタ部でモニタした電荷量より放電の完了および未完了の判断をする判断部と、
前記終端部の放電インピーダンスの交互切り替え時間間隔を設定する時間制御部と、
該判断部の判断結果が放電未完了の間、前記時間制御部により設定された放電インピーダ
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ンスの交互切り替え時間間隔で前記終端部の放電インピーダンスを交互切り替え制御し、
前記判断結果が放電完了のときに前記終端部の放電インピーダンスの交互切り替えを停止
制御する終端制御部とを有し、
加入者端末のベルの動作時間よりも短い時間間隔で前記終端部の放電インピーダンスを交
互に切り替えることによって放電電流を制御し、加入者端末を鳴動させることなく加入者
端末の容量に充電されている電荷を放電させることを特徴とする。
【００１７】
また、本発明による他の加入者線路測定装置は、加入者端末を含む加入者線路の正常性を
確認するために、加入者線路上での抵抗成分および容量成分を含む複合インピーダンスを
非加入者端末側から測定する加入者線路測定装置であって、
加入者端末の容量を充電する充電回路を備え、
該充電回路は、
加入者端末に接続された加入者線路を、高インピーダンスと低インピーダンスの２種の充
電インピーダンスに交互切り替え可能に終端する終端部と、
該終端部と直列に接続された定電圧源と、
前記加入者端末の容量に充電されている電荷量をモニタするモニタ部と、
該モニタ部でモニタした電荷量より充電の完了および未完了の判断をする判断部と、
前記終端部の充電インピーダンスの交互切り替え時間間隔を設定する時間制御部と、
前記判断部の判断結果が充電未完了の間、前記時間制御部により設定された充電インピー
ダンスの交互切り替え時間間隔で前記終端部の充電インピーダンスを交互切り替え制御し
、判断結果が充電完了のときに前記終端部の充電インピーダンスの交互切り替えを停止制
御する終端制御部を有し、
加入者端末のベルの動作時間よりも短い時間間隔で前記終端部の充電インピーダンスを交
互に切り替えることによって充電電流を制御し、加入者端末を鳴動させることなく且つ高
速に加入者端末の容量に電荷を充電することを特徴とする。
【００１８】
さらに、本発明による別の加入者線路測定装置は、加入者端末を含む加入者線路の正常性
を確認するために、加入者線路上での抵抗成分および容量成分を含む複合インピーダンス
を非加入者端末側から測定する加入者線路測定装置であって、
加入者端末の容量の充電または放電を選択的に行う充放電回路を備え、
該充放電回路は、
加入者端末に接続された加入者線路を、高インピーダンスと低インピーダンスの２種の充
放電インピーダンスに交互切り替え可能に終端する終端部と、
該終端部と直列に接続される定電圧源と、
前記加入者端末の容量に充電されている電荷量をモニタするモニタ部と、
該モニタ部でモニタした電荷量より充放電の完了および未完了の判断をする判断部と、
前記終端部の充放電インピーダンスの交互切り替え時間間隔を設定する時間制御部と、
前記判断部の判断結果が充放電未完了の間、前記時間制御部により設定された充放電イン
ピーダンスの交互切り替え時間間隔で前記終端部の充放電インピーダンスを交互切り替え
制御し、判断結果が充放電完了のときに前記終端部の充放電インピーダンスの交互切り替
えを停止制御する終端制御部と、
前記定電圧源を前記終端部に選択的に接続する切替手段とを有し、
加入者端末のベルの動作時間よりも短い時間間隔で前記終端部の充放電インピーダンスを
交互に切り替えることによって充放電電流を制御し、加入者端末を鳴動させることなく加
入者端末の容量の充放電を行うことを特徴とする。
【００１９】
これらの装置によって、前記方法を実施でき、加入者端末を鳴動させることなく、その容
量の充放電を高速に行うことが可能となる。また、ハードウエア量を減少させ、小型化・
経済化を図ることができる。
【００２０】
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前記時間制御部は、前記終端部の高インピーダンスと低インピーダンスの２種のインピー
ダンスの交互切り替え時間間隔を等時間間隔に設定することができる。
【００２１】
あるいは、前記時間制御部は、前記終端部の高インピーダンスと低インピーダンスの２種
のインピーダンスの交互切り替え時間間隔のうち、低インピーダンスの時間間隔を可変設
定することもできる。これは、充放電電流は一定ではなく、現在の電荷量に応じて変化す
ることに着目したものである。
【００２２】
低インピーダンスの時間間隔を可変とする場合、前記時間制御部は、前記可変設定を加入
者端末の容量に充電されている電荷量に応じて行うことが可能である。例えば、放電時に
は、電荷量の多いときには低インピーダンスの時間間隔を短くし、電荷量が減って行くに
つれて順次時間を長くしていく。また、充電時には、電荷量の少ないときには低インピー
ダンスの時間間隔を短くし、電荷量が増えて行くにつれて順次時間を長くしていく。この
ような制御により、さらに充放電に要する時間を短縮することができる。
【００２３】
但し、低インピーダンスの時間間隔の可変制御は、現在の電荷量によらずに、予め定めた
時間から順次時間を長くしていくことも可能である。この場合は、電荷量に応じて充放電
時間を設定することはできないが、制御が容易となる
前記終端部は、１つの低インピーダンスの抵抗と、該抵抗に直列に接続されたスイッチと
により構成することができる。この場合、高インピーダンスは開放（無限大）となり、高
インピーダンスのための回路要素（抵抗）が不要となる。
【００２４】
【発明の実施の形態】
本発明の一実施の形態を図１から図６により説明する。
【００２５】
図１は、本発明の一実施の形態を示す加入者線路測定装置の構成、特に加入者端末の容量
の放電のための概念的構成を示す。
【００２６】
図１において、１は加入者線路接続端子、２は加入者端末の容量に充電されている電荷量
をモニタするモニタ部、３は放電の完了および未完了を判断する判断部、４は高インピー
ダンスと低インピーダンスの２種の放電インピーダンスに交互切り替え可能な終端部、５
は前記終端部の放電インピーダンスの交互切り替え時間間隔を設定する時間制御部、６は
前記終端部の放電インピーダンスを交互切り替え制御する終端制御部である。同図は、本
発明の動作原理を示したものであり、簡単化のため加入者線路のインピーダンスを純容量
Ｃ telとして動作説明を行う。
【００２７】
時間制御部５は、終端部４の低インピーダンスと高インピーダンスの２種の放電インピー
ダンスの交互切り替え間隔を加入者端末のベルの動作時間よりも十分短い時間間隔に設定
する。容量Ｃ telに充電されている電荷を放電する際、終端制御部６は時間制御部５によ
り設定された切り替え時間間隔で終端部４の高インピーダンスと低インピーダンスの２種
の放電インピーダンスに交互に切り替える。ここでの「低インピーダンス」とは、加入者
端末の容量に充電されている電荷をこのインピーダンスで終端して放電すると、少なくと
もその放電の初期時に、放電電流により加入者端末が鳴動してしまうインピーダンスであ
る。また、ここでの「高インピーダンス」とは、このインピーダンスで終端して放電して
も加入者端末は鳴動しないインピーダンスである。（後述する充電時も同様である。）こ
こでは一例として、終端部４は低インピーダンスの抵抗とスイッチを直列に接続した回路
で構成し、終端制御部６の制御によりスイッチをオン／オフすることで低インピーダンス
と高インピーダンス（無限大）の２種の放電インピーダンスを交互に切り替えることがで
きる回路とする。これによりハードウエア量が低減される。勿論、有限の高インピーダン
スの抵抗を追加して、低インピーダンスの抵抗と切り替えるようにしてもよい。
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【００２８】
モニタ部２として、加入者端末の電圧をモニタする電圧モニタを用いることで加入者端末
の容量に充電されている電荷量をモニタすることができる。
【００２９】
容量Ｃ telに充電されている電荷の放電時、低インピーダンスで放電している時には、加
入者端末のベルは動作しようとするが、ベル動作時間より十分短い時間間隔で高インピー
ダンスに切り替えるため、ベルが鳴動する前にベルは復旧する。したがってベルは鳴動し
ない。ベルが復旧したら再度、低インピーダンスに切り替え、ベルが鳴動する前に高イン
ピーダンスに切り替える。このような動作を繰り返しながら、モニタ部２で加入者端末の
容量に充電されている電荷量をモニタする。この電荷量が一定値まで達し判断部３が放電
完了と判断すると、終端制御部６は終端部４の放電インピーダンスの交互切り替えを停止
制御する。
【００３０】
なお、「ベル動作時間」とは、加入者端末に呼び出し信号が印加されてからベルが鳴動を
始めるまでの時間である。また、「復旧」とは、加入者端末が、呼び出し信号が印加され
る前の状態に戻ることをいう。機械的にベルを鳴動させる加入者端末では、加入者端末に
呼び出し信号が印加されると、ベルコイルに電流が流れ磁力が発生する。この磁力により
ハンマーを作動させることによりベルを叩き、ベルを鳴動させる。この場合、加入者端末
に呼び出し信号が印加されてからハンマーがベルを叩くまでの時間がベル動作時間となる
。また、電気的にベルを鳴動させる加入者端末では、送られてきた信号がある決まった周
波数であればその信号が呼び出し信号であると判断し、一定以上の呼び出し信号エネルギ
ーを検出すると、加入者端末を電気的に鳴動させる。この場合、加入者端末に呼び出し信
号が印加されてから、呼び出し信号の周波数および一定以上の呼び出し信号エネルギーが
検出されるまでの時間がベル動作時間となる。
【００３１】
このようにして、加入者端末を鳴動させることなく且つ高速に加入者端末の電荷を放電す
ることができる。
【００３２】
図１０に本発明の方式を用いた場合の放電時間に対する加入者端末の容量間の電圧を示す
。この図から分かるように、本発明では初めから低インピーダンスを用いて放電を行うの
で、短時間のオン期間でも相当の電荷を急速に放電させることができ、オン期間とオン期
間との間にオフ期間をおいても、図９の従来の場合に比べて十分に高速に放電を行うこと
ができる。かつ、図９の従来の場合と同様に加入者端末を鳴動させることを防止できる。
【００３３】
図２は、図１と同様に、加入者端末の容量を放電させる回路であるが、図１の時間制御部
５を具体化したものとして時間制御部５１を用いるものである。すなわち、図１の時間制
御部５については、特にインピーダンス切替のオン、オフの時間間隔について具体的に言
及しなかったが、図２の時間制御部５１は、終端部４の高インピーダンスと低インピーダ
ンスの２種の放電インピーダンスの交互切り替え間隔を加入者端末のベルの動作時間より
も十分短い時間間隔に且つ一定に設定するものである。本方式は、終端部４の高インピー
ダンスと低インピーダンスの２種の放電インピーダンスの交互切り替え間隔を一定として
いるため、終端部４の制御の方法が簡単となる。
【００３４】
ここで、従来技術で述べた放電例と同じ条件下で充電された電荷を、上記の本実施の形態
を用いて９９．９％放電するのに必要な時間を求める。放電にはスイッチと直列に接続し
た１ｋΩの抵抗を放電インピーダンスとして用い、終端部４のスイッチをオン／オフする
ことで放電電流を制御する。今、スイッチをオンとして放電する時間及びスイッチをオフ
としてベルを復旧させる時間をともに０．０１秒に設定する。ｔ秒間放電したときの加入
者端末の容量間の電圧Ｖｃは、式（２）で求められる。
【００３５】
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Ｖｃ　＝　Ｖｍ　×　ｅｘｐ（－ｔ／（Ｃ　×　Ｒ））　・・・（２）
スイッチを０．０１秒オンさせ放電したときのＶｃは１．８３Ｖとなる。０．０１秒の間
スイッチをオフしてベルを復旧させた後、０．０１秒間スイッチをオンさせ放電した時の
Ｖｃは０．０６７Ｖとなる。同様に、次にスイッチをオンさせ放電した時のＶｃは０．０
０２５Ｖとなり、最初に加入者端末の容量に充電されていた電荷量の９９．９％以上を放
電できたことになる。よって、本実施の形態での測定方法では合計０．０５秒ではじめの
電荷量の９９．９％を放電することができる。このように、本実施の形態によれば、放電
時間が０．７７秒かかる従来技術より少ないハードウエア量で、しかも放電時間の短縮も
図れる。
【００３６】
図３は、図１の時間制御部５を具体化したものとして、時間制御部５２を用いるものであ
る。時間制御部５２は、終端部４の高インピーダンスと低インピーダンスの２種の放電イ
ンピーダンスの交互切り替え時間間隔を、モニタ部２でモニタした加入者端末の容量に充
電されている電荷量（現在の量）によって低インピーダンスでの放電時間を変化させるも
のである。
【００３７】
すなわち、時間制御部５２は、終端部４の低インピーダンスと高インピーダンスの２種の
放電インピーダンスの交互切り替え間隔を、モニタ部２でモニタした加入者端末の容量に
充電されている電荷量に応じて可変とするものである。すなわち、電荷量が多い時には低
インピーダンスでの放電時間を短く、電荷量が少ないときには低インピーダンスでの放電
時間を長く設定する。容量Ｃ telに充電されている電荷を放電する際、終端制御部６は時
間制御部５２により設定された切り替え時間間隔で終端部４の放電インピーダンスを低イ
ンピーダンスと高インピーダンスに交互に切り替える。
【００３８】
放電インピーダンスの交互切り替え時間間隔の一例を図１１に示す。この例では、高イン
ピーダンス（ＨＺ）での放電時間は、ベルが復旧するまでの時間でよいため、一定とし、
低インピーダンス（ＬＺ）での放電時間のみを変化させることで放電電流の制御を行って
いる。その可変の仕方は、容量Ｃ telに充電されている電荷量が多いときは短く、少なく
なるにつれて順次長くしていくものである。このように、モニタ部２でモニタされた加入
者端末の容量に充電されている電荷量に応じて終端部４の制御を行うため、図２に示した
例と比べると制御方法は複雑になるが測定時間は短縮される。但し、制御方法が複雑にな
るといっても、時間制御部５２はプロセッサ等によるソフト制御により容易に実現できる
ため、図２に示した例と同等のハードウエア量で実現することが可能である。
【００３９】
なお、低インピーダンス（ＬＺ）での放電時間の可変の仕方は、容量Ｃ telに充電されて
いる電荷量に関係なく、初め図２と同じ時間間隔とし、その後、段階的に長くしていくも
のであってもよい。この時間間隔の変更は、１回のみで、それ以降は同じ時間間隔を用い
るようにすることも可能である。
【００４０】
図４は、本発明の一実施の形態を示す加入者線路測定装置の構成、特に加入者端末の容量
の充電回路の概念的構成を示す。７は加入者端末の容量に充電するための定電圧源である
。この定電圧源７が終端部４と接地との間に追加され、モニタ部２および判断部３が加入
者端末の容量の放電ではなく充電をモニタ検出する以外は、図１の場合と同様である。
【００４１】
時間制御部５は、図１の場合と同じく、終端部４の高インピーダンスと低インピーダンス
の２種の充電インピーダンスの交互切り替え間隔を加入者端末のベルの動作時間よりも十
分短い時間間隔に設定する。容量Ｃ telに電荷を充電する際、終端制御部６は時間制御部
５により設定された切り替え時間間隔で終端部４の充電インピーダンスを高インピーダン
スと低インピーダンスに交互に切り替える。低インピーダンスで充電している時には加入
者端末のベルは動作しようとするが、ベルの動作時間より十分短い時間間隔で高インピー
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ダンスに切り替えるため、ベルが鳴動する前にベルは復旧する。したがって、ベルは鳴動
しない。モニタ部２でモニタした加入者端末の容量に充電されている電荷量が一定値まで
達し充電が完了したと判断すると、判断部３からの制御により終端制御部６は終端部４の
充電インピーダンスの交互切り替えを停止制御し充電を停止する。このようにして、加入
者端末を鳴動させることなく且つ高速に加入者端末の容量に電荷を充電することができる
。
【００４２】
図５は、図４と同様の充電回路であり、図４の時間制御部５を具体化したものとして、時
間制御部５１を用いたものである。この時間制御部５１は、図２の放電回路に示した時間
制御部５１と同じく、終端部４の高インピーダンスと低インピーダンスの２種の充電イン
ピーダンスの交互切り替え間隔を加入者端末のベルの動作時間よりも十分短い時間間隔で
且つ一定に設定するものである。充電時の動作は、図４の場合とほぼ同様である。本方式
は、終端部４の高インピーダンスと低インピーダンスの２種の充電インピーダンスの交互
切り替え間隔を一定としているため、終端部４の制御の方法が簡単となる。
【００４３】
図６は、図４と同様の充電回路であるが、図４の時間制御部を具体化したものとして、時
間制御部５２を用いたものである。この時間制御部５２は、図３の放電回路に示した時間
制御部５２と同じく、終端部４の高インピーダンスと低インピーダンスの交互切り替え間
隔を、モニタ部２でモニタした加入者端末の容量に充電されている電荷量に応じて可変に
するものである。但し、この場合は、放電ではなく充電であるため、電荷量が少ないとき
には低インピーダンスでの充電時間を短く、電荷量が多いときには低インピーダンスでの
充電時間を長く設定するものである。本方式は、モニタ部２でモニタされた加入者端末の
容量に充電されている電荷量に応じて終端部４の制御を行うため、図５に示した例と比べ
ると制御方法は複雑になるが測定時間は短縮される。但し、時間制御部５２はプロセッサ
等によるソフト制御により実現できるため、図５に示した例と同等のハードウエア量で容
易に実現することが可能である。また、この場合も、低インピーダンスでの充電時間の可
変の仕方は、容量Ｃ telに充電されている電荷量に関係なく、初め図５と同じ時間間隔と
し、その後、段階的に長くしていくものであってもよい。
【００４４】
図１２に、図１の放電回路と図２の充電回路を１つの回路に組み合わせた例を示す。これ
は、終端部４を接地または定電圧源７のいずれかに選択的に接続するスイッチ８を設ける
ことにより、すべての構成要素を放電回路と充電回路とで共用するようにしたものである
。このスイッチ８の切替制御は、放電を行うか、充電を行うかに応じて、プログラムによ
る自動処理または手動操作により行うことができる。これにより、放電回路と充電回路を
別個に用意する必要がなくなり、必要なハードウエア量を軽減することができる。このよ
うな放電回路と充電回路の組合せは、図２と図５、図３と図６のそれぞれについても、同
様に適用可能である。
【００４５】
放電時の残存電荷や充電時の充電不足は測定精度に影響するが、従来方式で測定精度，ハ
ードウエア量を本方式と同等とした場合、充電電流および放電電流による加入者端末の鳴
動を防ぐため終端インピーダンスは高インピーダンスでなければならず、充放電に時間が
かかる。しかし、本方式では低インピーダンスで終端して充放電を行うため、充放電時間
を短縮できる。
【００４６】
また、前述した従来方式で測定精度，充放電時間を本方式と同等とした場合、加入者端末
の容量に充電されている電荷量に応じて複数のインピーダンスを高インピーダンスから低
インピーダンスに順に切り替えて充電電流および放電電流を制御しなければならないため
、ハードウエア量が多くなる。しかし、本実施の形態では低インピーダンスとスイッチを
直列に接続し、スイッチのオン／オフ制御を行うことで充電電流および放電電流の制御を
行うため、ハードウエア量は少なくなる。
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【００４７】
さらに具体的には、従来技術で述べた例では、終端部は３個の放電抵抗と３個の切り替え
スイッチで構成され、放電時間は０．７７秒であったが、本実施の形態で述べた例では、
終端部は１個の放電抵抗と１個の切り替えスイッチで構成でき、放電時間は０．０５秒で
あった。このように、本実施の形態の方式を用いることで終端部のハードウエア量は従来
の３分の１に、放電は従来の６％の時間で行うことが可能となる。
【００４８】
【発明の効果】
本発明によれば、加入者線路の正常性を確認する目的で、加入者線路を測定する際に、加
入者端末を鳴動させることなく、その容量を短時間に放電または充電することができる。
また、そのためのハードウエア量を低減し、測定装置の小型化を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施の形態を示す加入者線路測定装置、特に放電回路の概念的構成を
示す回路図である。
【図２】図１の加入者線路測定装置の構成の具体例を説明するための回路図である。
【図３】図１の加入者線路測定装置の構成の他の具体例を説明するための回路図である。
【図４】本発明の一実施の形態を示す加入者線路測定装置、特に充電回路の概念的構成を
示す回路図である。
【図５】図４の加入者線路測定装置の構成の具体例を説明するための回路図である。
【図６】図４の加入者線路測定装置の構成の他の具体例を説明するための回路図である。
【図７】従来の放電方式の構成を示す回路図である。
【図８】従来の充電方式の構成を示す回路図である。
【図９】従来の放電方式を用いた場合の放電時間に対する加入者端末の容量間の電圧を示
す波形図である。
【図１０】本発明の放電方式を用いた場合の放電時間に対する加入者端末の容量間の電圧
を示す波形図である。
【図１１】図３および図６における時間制御部の高インピーダンスと低インピーダンスの
交互切り替え時間間隔の一例を示すタイミング図である。
【図１２】図１と図４の加入者線路測定装置を組み合わせた構成を示す回路図である。
【符号の説明】
１　・・・加入者線路接続端子
２　・・・モニタ部
３　・・・判断部
３１・・・判断部（従来技術）
４　・・・終端部
５　・・・時間制御部
６　・・・終端制御部
７　・・・定電圧源
８　・・・スイッチ
５１・・・時間制御部
５２・・・時間制御部
６１・・・終端制御部（従来技術）
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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